
市役所代表電話10422-45-1151 No.1323 2006.1.15
生涯学習
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

生
涯
学
習
講
座
・
事
業
を

放
送
し
ま
す

い
ず
れ
も
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
９
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
。

◆
「
地
域
住
民
に
で
き
る
地
域
の

安
全
の
確
保
」

三
鷹
市
青
少
年
補
導
連
絡
会
講

演
会
。
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

理
事
長
の
小
田
啓
二
さ
ん
。

▽
１
月
27
日
f
〜
29
日
a
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
。

◆
「
人
生
前
向
き
に
な
り
た
い
あ

な
た
に
！
〜
子
育
て
に
役
立
つ
７

つ
の
習
慣
〜
」

七
小
一
日
家
庭
教
育
学
級
。
講

師
は
「
７
つ
の
習
慣
」
の
上
條
富

彦
さ
ん
。

▽
２
月
３
日
f
〜
５
日
a
午
後

７
時
〜
９
時
。

e

生
涯
学
習
課
1
内
線
３
３

１
６第

18
回
多
摩
郷
土
史
フ
ェ
ア

東
京
都
市
社
会
教
育
課
長
会
文

化
財
部
会
主
催
、
オ
リ
オ
ン
書
房

協
賛
。
多
摩
地
域
27
市
町
村
の
教

育
委
員
会
な
ど
が
発
行
す
る
郷
土

史
関
係
の
出
版
物
約
１
千
点
が
一

堂
に
集
ま
る
、
年
１
回
の
展
示
会

で
す
。
お
見
逃
し
な
く
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
１
月
27
日
f
〜
29
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
５

時
ま
で
）、
オ
リ
オ
ン
書
房
ノ
ル

テ
店
（
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
「
立
川

北
駅
」
前
）
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

e

生
涯
学
習
課
1
内
線
３
３

１
５三

鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館

ス
タ
ッ
フ
（
若
干
名
）
募
集

対
象
は
18
歳
以
上
（
高
校
生
不

可
）
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
。

◆
仕
事

①
運
営
＝
展
示
物
の
説

明
、
清
掃
、
接
客
全
般
（
屋
外
業

務
含
む
）、
②
シ
ョ
ッ
プ
＝
販
売

業
務
全
般
（
荷
受
、
品
出
、
清
掃

含
む
）、
③
カ
フ
ェ
＝
調
理
、
接

客
業
務
全
般
（
屋
外
業
務
含
む
）

◆
勤
務

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

30
分
の
１
日
８
時
間
、
週
３
〜
５

日
（
火
曜
日
休
日
）、
シ
フ
ト
制
、

残
業
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
勤
務

あ
り
（
週
３
日
勤
務
希
望
者
は
、

１
日
の
勤
務
時
間
数
応
相
談
）。

◆
時
給

１
千
円
（
研
修
期
間

850
円
）、
交
通
費
全
額
支
給
、
制

服
貸
与
、
社
会
保
険
あ
り
。
研
修

期
間
２
カ
月
程
度
。

▼
１
月
31
日
c

（
必
着
）
ま
で

に
、
希
望
職
種
・
勤
務
可
能
曜

日
・
希
望
勤
務
時
間
帯
（
あ
る
方

の
み
）
を
記
入
し
、
履
歴
書
と
職

務
経
歴
書
（
バ
イ
ト
歴
可
）
を
添

え
て
「
〒
180
―
０
０
０
５
武
蔵

野
市
御
殿
山
２
―
13
―
11
『
㈱
マ

ン
マ
ユ
ー
ト
団
広
報
み
た
か
係
』」

へ
郵
送
で
申
し
込
む
。
書
類
選
考

合
格
者
に
は
２
月
13
日
b

ま
で

に
面
接
日
時
を
電
話
で
連
絡
。
く

わ
し
く
は
同
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

http://w
w
w
.ghibli-

m
useum

.jp/

）
で
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

e

㈱
マ
ン
マ
ユ
ー
ト
団
1
70

―
５
５
０
３
（
午
前
11
時
〜
午
後

５
時
）

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾

4
月
塾
生
募
集

多
摩
の
30
市
町
村
を
対
象
と
し

た
、
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
16
の
講

座
で
す
。

▽
４
〜
９
月
、
多
摩
交
流
セ
ン
タ

ー
（
京
王
線
府
中
駅
徒
歩
３
分
）

で
。
受
講
料
３
千
円
（
６
回
）
ま

た
は
６
千
円
（
12
回
）。

▼
募
集
は
２
月
15
日
d

ま
で
。

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
1
042

―
335
―
０
１
１
１
ま
た
は
募
集

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
公
共
施
設
な
ど

で
配
布
）
で
。

私
立
高
校
入
学
支
度
金
を

貸
し
付
け
ま
す

7

東
京
都
私
学
財
団
で
は
、

平
成
18
年
度
に
都
内
の
私
立
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
高
等
課
程
（
３
年
制
課
程
）
に

入
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
の
方

（
都
内
在
住
の
方
）
に
支
度
金
を

お
貸
し
し
ま
す
。

◆
貸
付
額

20
万
円
（
無
利
子
）

◆
返
還

在
学
期
間
中
に
月
賦
、

半
年
賦
な
ど
で
学
校
に
返
還

▼
合
格
決
定
後
、
入
学
す
る
学
校

へ
直
接
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
入
学
す
る
学
校
ま

た
は
同
財
団
1
03
―
５
２
０
６
―

７
９
２
６
・
都
生
活
文
化
局
私
学

振
興
課
1
03
―
５
３
２
０
―
７
７

７
０
（
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
）
へ
。

HP

申し込み受付は1月17日（火）から!
s申込書に必要事項を記入し、「〒181－0013下連雀3－24－3三鷹駅前協同ビル3階　三鷹ネットワーク大学」
へ直接または郵送で申し込む。
募集要項は同大学、市役所1階受付、市政窓口、コミュニティセンター、図書館、社会教育会館、市民協働
センターで配布するほか、市のホームページからもダウンロードできます。
e同大学140－0313（月曜日・祝日を除く午前9時30分～午後7時、日曜日は午後５時まで）

講座番号 講座名

法政大学地域
研究センター
企画講座
地域政策を
考える

内容

自治体政策の専門家５人によるリレー講
座。まちづくりや地域ケア、産業政策な
どそれぞれの分野での課題を、市民や自
治体職員とともに共有しつつ、今後の地
域政策のあり方について考察します。
講師：法政大学法学部教授 武藤博己さ
ん、現代福祉学部教授　大山博さん、人
間環境学部教授　石神隆さん、社会学部
教授　岡本義行さん、現代福祉学部教授
岡崎昌之さん

日時／定員

2月8日～3月8日
（毎週水曜日）
19:00～20:30
各40人

受講料

１回2,000円
（5回全部を通
しで申し込む
場合は7,500
円）

備考

ご希望の回を選
んで申し込むこ
とができます。
5回全部を通しで
申し込む場合は、
割り引きになり
ます。

05冬―５

三鷹ネットワ
ーク大学企画
講座　
NPO自己診
断ワークシ
ョップ

ＮＰＯなどの市民活動団体の中で運営の
中心的な役割を担っている方、団体の課
題や今後の方針策定に関心のある方、ま
たは、民間や自治体などでＮＰＯ支援を
行っている方が対象です。現在の活動を
チェックし、今後やるべきことを見つけ
出すための手法を講座の中で体験するこ
とで、活動の活性化を目指します。
講師：パブリックリソースセンター　田
口由紀絵さん

2月17日（金）
13:30～16:30
20人

受講料5,000
円（市民協働
センター登録
団体は3,000
円）

市民協働センタ
ーの登録団体の
方は、協働セン
ターの窓口を通
してお申し込み
ください。

05冬―６

三鷹ネットワーク大学
冬学期受講生募集!

「
三
鷹
市
生
涯
学
習

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」掲
載
の

自
主
サ
ー
ク
ル
を
募
集

３
月
に
発
行
予
定
の
「
三
鷹
市

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
団

体
・
サ
ー
ク
ル
情
報
）２
０
０
６
」

に
掲
載
を
希
望
す
る
、
市
内
で
自

主
的
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
１
月
30
日
b

ま
で
に
生
涯
学

習
課
1
内
線
３
３
１
６
・
5
70

―
３
７
３
９
へ
申
し
込
む
。
く
わ

し
く
は
同
課
へ
。

み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

新
春
交
流
会
へ
の
お
誘
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
地
域
の

方
の
交
流
会
で
す
。
ど
な
た
で
も

ど
う
ぞ
。
も
ち
つ
き
や
模
擬
店
な

ど
あ
り
。

u

１
月
21
日
g
正
午
〜
午
後
３

時
、
同
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
（
雨

天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延
）。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

◆
ふ
ろ
し
き
市
の
出
店
希
望
者
を

募
集

出
店
料
１
ス
ペ
ー
ス
500

円
で
２
ス
ペ
ー
ス
ま
で
。
１
月
20

日
f
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
1
76
―

１
２
７
１
へ
申
し
込
む
。

第
7
回
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド

知
的
障
害
者
支
援
の
会
主
催
。

市
・
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
後

援
。
知
的
障
が
い
者
入
所
更
正
施

設
の
建
設
支
援
の
た
め
の
バ
レ
エ

と
ダ
ン
ス
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
。

▽
２
月
25
日
g

午
後
３
時
30
分

か
ら
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
（
武
蔵
野
市
民

文
化
会
館
）
大
ホ
ー
ル
で
。
入
場

料
３
千
500
円
（
親
子
）、
２
千
500

円
（
大
人
）、
１
千
500
円
（
子
ど

も
）。

▼
事
前
に
同
支
援
の
会
1
46
―
６

６
４
９
へ
申
し
込
む
。

都
立
久
我
山
盲
学
校

教
育
講
演
会

▽
２
月
９
日
e

午
後
５
時
〜
６

時
、
同
校
で
。
講
師
は
林
家
た
い

平
さ
ん
（
講
演
と
落
語
）。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

同
校
1
03
―
３
３
０
０
―

６
２
３
５
（
世
田
谷
区
北
烏
山
４

―
37
―
１
）（

12
月
分
）（
敬
称
略
）

◆
指
定
寄
付
（
社
会
福
祉
の
た
め

に
）

◇
10
万
１
千
800
円
　
Ｊ
Ａ
東
京

む
さ
し
三
鷹
緑
化
セ
ン
タ
ー
出
店

者
会
　
◇
２
万
２
千
75
円
　
Ｊ
Ａ

東
京
む
さ
し
三
鷹
地
区
女
性
部

◇
45
万
８
千
410
円
　
三
鷹
市
農

業
祭
運
営
委
員
会
　
◇
２
万
６
千

870
円
　
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹

地
区
青
壮
年
部
　
◇
４
万
円
　
三

鷹
三
田
会
　
◇
10
万
円
　
一
食
を

捧
げ
る
運
動
を
進
め
る
会

2月スタート講座

◆会期　2月19日Aまでの午前10時～午後5時（月・木曜日を
除く、入館は4時30分まで）
◆入館料　一般800円、高校生・大学生500円、65歳以上・中
学生以下無料、三鷹・武蔵野市民は100円（住所の分かるものを
持参）
e中近東文化センター（大沢3－10－31）132－7111

「出光美術館名品選」
「ガラスの博物誌
～ガラス文化の源流を辿る～」展

中近東
文化センター

出光美術館名品選
出光美術館のコレクションは、出光興産
株式会社の創業者・出光佐三（1885～
1981）が70有余年にわたって収集・愛蔵
した東洋古美術を中心に、
1万点以上の作品におよ
びます。このうち中国・
日本・朝鮮などの陶磁
器・金属器の重要文化財
を含むえりすぐりの作品
が、中近東文化センター
で公開されています。

青磁下蕪瓶
（重要文化財）

ガラスの博物誌
国内最大のオリエント･ガラスのコレクションを一挙公開。日
本の調査隊が中近東地域で行った発掘の出土資料や写真なども展
示しています。
【関連企画】
◇講演会
u①「ガラスの文化誌」＝1月21日G午後1時30分～3時30分。
講師は中近東文化センター特別研究員の真道洋子さん。②「ガラ
スの原料、色、形の科学」＝2月11日_午前11時～午後1時。講
師は東京理科大学教授の中井泉さん。いずれも聴講料500円。
s電話またはファクスで同センター132－7111・531－9453
へ申し込む。
◇展示「日本のガラス　江戸から東京へ」
u1月20日F～2月12日Aの開館時間。江戸風鈴の絵付け体験
（受付は午後3時30分まで。参加費1,000円）も。
◇ギャラリートーク
u①「日本のガラス　江戸から東京へ」＝2月4日G午後1時30
分から。講師は東海大学講師の井上暁子さん。②「江戸の風
鈴」＝2月4日G午後3時30分から。講師は篠原風鈴本舗の篠原
裕さん、篠原儀治さん。③「ポータブル蛍光Ｘ線装置によるガラ
スの分析」＝2月11日_午後2時から。講師は東京理科大学中井
研究室研究員。
s展示とギャラリートークは、同センター内の会場へ直接お越
しください。

子どもを狙った犯罪が相次いでいます。
子どもを犯罪から守るためにはどのよう
な取り組みが必要なのでしょうか？犯罪
防止のための環境づくりについて分かり
やすくお話しいただきます。
u①2月2日E午後2時～4時、②2月15
日d午後7時～9時、いずれも市民協働セ
ンターで。講師は立正大学文学部社会学
科助教授で社会学博士の小宮信夫さん。
①②は同一内容です。
s当日、直接会場へ。定員各130人。

e同センター146―0048・ http://
www. colla bo-mitaka.jp/

HP

子どもを犯罪から
守るために

講演会

三彩騎駝人物


